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様式第 5
修士論文の要旨
学位の種類 修 士 氏 名 原口 裕希
修士論文課題
健常者の頭頭部を含めた姿勢変化が岨噂の効率に及ぼす影響
研 究 目 的
平成 19年度の医療保険の改正に伴い､理学療法士も摂食機能療法の算定
が可能となり､摂食 ･嚇下障害患者-の介入が期待されるようになった｡
しかし､理学療法士は患者に対 して直接訓練 (食物を用いての訓練)を行
うことは出来ず､どのように介入したらよいか模索されている｡ そのよう
な背景の中で､介入方法のひとつとして直接訓練や摂食場面における姿勢
の調整が行われている｡ 頭頚部を含めた姿勢の調整は食形態の調整 となら
び､摂食 ･嚇下障害の代償的介入法としてきわめて有効な手段であるとさ
れているからである｡ 現在､研究や臨床現場で蓄積された経験に基づき､
摂食 ･嚇下障害者の実際の訓練や摂食の場面では､リクライニング位に頭
頚部屈曲位を組み合わせて食事摂取が行われることが多い｡ しかし､訓練
や食事の場面で適切と判断されて調整される姿勢も､実際には､その効果
を十分に発揮できない場合も多々ある｡ 本研究は､摂食時の姿勢を頭頚部
角度と体幹角度の組み合わせで変化させることにより､岨噂の効率がどの
程度変化するのかを､岨噂 ･嚇下機能の低下の影響がない健常者において
調べることを目的として実施 した｡患者個々の阻噂 ･嚇下機能を考慮した
上で､安全な姿勢をとら耳ることはいうまでもないが､さらに効率よく楽
に食べることができる適切な姿勢をとらせることは､理学療法士の職責と
しても､重要なことであると考える｡
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対 象
被験者は､歯の欠損 ･岨噂障害 ･喋下障害 ･口腔乾燥症状 ･被験食品 (グ
ミゼ リー)に対する嫌悪感やアレルギーがなく､リクライニング車いす上
で任意の姿勢をとることのできる健常成人 23人 (男性 13人､女性 10人 :
平均年齢 21.2±0.74歳)とした｡安全性を考慮 して摂食 ･嚇下障害者や高
齢者での実験は実施 していない｡
本研究は､新潟 リハビリテーション大学大学院倫理委員会の承認を得た
後､被験者に文書および口頭で実験内容を十分に説明し同意を得た｡
方 法
すべての測定は､直近の食事から 2時間以上空けた空腹の時間帯で_14
時から16時の間に行なった｡被験者はリクライニング車椅子に座 らせ､ラ
ンダムに4通 り (リクライニング約 90度頭頚部約 0度､リクライニング
約 90度頭頭部屈曲約 30度､リクライニング約 30度頭頚部約 0度､リ1
クライニング約 30度頭頭部屈曲約 30度)の姿勢をとらせた｡各姿勢に
おいてグミゼ リー 1/2個ずつを舌背中央部に5秒間保持させた後､合図と
ともに習慣性岨噂側 (日常的に岨噂する側)で阻噂させ､ 1回で癖下する
ように指示 した｡岨噂側 と同側の唆筋の活動を筋電図に記録 し､岨噂の開
始から終了までの間の筋活動をもとに解析を行った｡各姿勢での試行は3
回ずつとし､試行の間隔は約 1分間とした｡
結 果
1.阻噂回数
リクライニング30度頭頚部屈曲約 30度の方がリクライニング90度頭頚
部約 0度より阻噂回数が有意に多かった (pく0.05)
2.総岨噂時間
リクライニング30度頭頭部約 0度および リクライニング30度頭頭部屈
曲約 30度の方が､リクライニング90度頭頚部約 0度より総岨噂時間は有
意に長かった (pく0.05)
3.岨噂 リズム
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(1)バース ト持続時間
リクライニング30度頭頚部約0度は他のどの姿勢よりも有意にバース ト
持続時間が長かった (リクライニング90度頭頚部約 0度および (pく0.01)､
リクライニング90度頭頭部屈曲約 30度との比較ではpく0.01､リクライニ
ング90度頭頭部屈曲約 30度との比較ではpく0.05)｡
(2)バース ト間隔時間
統計処理を行った結果､有意な差はみられなかった
(3)岨噂周期
リクライニング30度頭頭部約 0度の方がリクライニング90度頭頚部約
0度より岨噂周期は有意に長かった (pく0.01)
4.岨噂 リズムの変動係数
(1)バース ト持続時間の変動係数
リクライニング30度頭頭部約 0度の方がリクライニング90度頭演部約
0度よりバース ト持続時間の変動係数は有意に大きかった (pく0.05)
(2)バース ト間隔時間の変動係数
統計処理を行った結果､有意な差はみられなかった
(3)岨噂周期の変動係数
統計処理を行った結果､有意な差はみられなかった
考 察
本研究では､被験者をリクライニング車椅子に座らせて4通りの姿勢を
とらせ､それぞれの姿勢における岨噂の効率について比較検討 した｡結果､
摂食･喋下訓練時に多用されるリクライニング約 30度の姿勢においては､
健常者が摂食時にとる通常の姿勢に近いリクライニング約 90度頭頚部約
0度の姿勢と比べ､試験試料を嚇下するまでに必要な岨噂回数は有意に多
く､総岨噂時間は有意に長かった｡また､唆筋のバース ト持続時間や岨噂
周期も延長し､バース ト持続時間の変動係数も増加した｡
グミゼリー 1/2個の岨噂において､リクライニング約 90度頭頭部約0
度の姿勢と比べたリクライニング約 30度姿勢における岨噂回数の増加
は､回数では2回程度であったが､割合としては1割程度の増加であり､
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有意差も生じた｡総岨噂時間も延長 した｡これ らのことは､食べ始めから
喋下までに多く時間をかけて喫まなければ嘆断や混合が不十分で､喋下可
能な食塊とならないことを意味し､阻噂の効率の低下を時間的に補償して
いるものと考えられた｡今回､岨噂に不適切な姿勢をとったことで､岨噂
筋群の活動やそれらの協調運動の低下が起こり､岨噂の効率が低下するこ
とで､バース ト持続時間や岨噂周期が延長 したと考えられる｡ また変動係
数の増加は､岨噂リズムの不安定さの増加を意味し､スムーズな流れでの
阻噂が障害されたということになる｡
摂食 ･嚇下リハビリテーション時の姿勢について､体幹を後屈させたリ
クライニング約 30度は嚇下において安全であるものの､岨噂においては
その効率が低下し､不利であることがわかった｡現場では､岨噂障害のみ
の患者､嚇下障害のみの患者､岨噂障害と嚇下障害がさまざまな程度でミ
ックスして存在 している患者が混在している｡ しかし､彼 らを区別せずに､
摂食 ･癖下訓練時は一律に体幹を傾斜させる姿勢をとらせる傾向がある｡
本研究結果から､岨噂障害のみで喋下障害がない場合は､リクライニング
約 90度頭頚部約 0度のような､通常の食事姿勢に近い姿勢で食事をさせ
たほうが食べやすいであろうとい うことが示唆された｡
結 論
本研究は､摂食 ･嚇下障害者が食べにくいと訴える場合において､末梢
や中枢の岨噂 ･嚇下機能が低下していることだけではなく､摂食時の姿勢
にも原因があると考え､摂食時の姿勢を変化させることで岨噂の効率が変
化するかを､健常者において検討 した｡
その結果､摂食 ･嚇下訓練時に多用されるリクライニング30度の姿勢
においては､健常者が摂食時にとる通常の姿勢に近いリクライニング90
度頭頚部約 0度の姿勢と比べ､試験試料を嚇下するまでに必要な岨噂回数
は有意に多く､総岨噂時間は有意に長かった｡また､嘆筋のバース ト持続
時間や岨噂周期も延長し､バース ト持続時間の変動係数も増加 した｡すな
わち､健常者が摂食時にとる姿勢に近い姿勢が､最も岨噂の効率がよい姿
勢であるという結果となった｡
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したがって､摂食 ･嚇下訓練時は一律に体幹を傾斜させる姿勢をとらせ
るのではなく､岨噂障害のみで嘆下障害がない場合は､リクライニング9
0度頭頭部約 0度のような､通常の食事姿勢に近い姿勢で食事をさせたほ
うが食べやすいであろうということが示唆された｡
さらに障害者ではどうか､他の姿勢や食品ではどうか等､今後も検討を続
けていく必要がある｡
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緒言
平成 19年度の医療保険の改正に伴い､理学療法士も摂食機能療法の算定が可
能となり1)､摂食 ･嚇下障害患者-の介入が期待 されるようになった｡しかし､
理学療法士は患者に対 して直接訓練 (食物を用いての訓練)を行 うことは出来
ず､どのように介入 したらよいか模索されている｡ そのような背景の中で､介
入方法のひとつとして直接訓練や摂食場面における姿勢の調整が行われている｡
頭頚部を含めた姿勢の調整は食形態の調整 とならび､摂食 ･嚇下障害の代償的
介入法としてきわめて有効な手段であるとされているからである｡ たとえば才
藤 2)は､videofluorography(以下 VF)を用い考研究で､体幹角度を60度や 30
度に設定すると､直立位よりも誤喋を防げると報告 している｡ また長谷川 ら 3)
は､頭位を変化 させると喋下時の口腔周囲筋活動や嚇下反射開始時の食塊位置
に影響が及ぼされる可能性を示唆 している｡
これ らの研究や臨床現場で多く蓄積 された経験に基づき､摂食 ･嚇下障害者
の実際の訓練や摂食の場面では､リクライニング位に頭頚部屈曲位を組み合わ
せて食事摂取が行われることが多い｡ しかし､訓練や食事の場面で適切 と判断
されて調整 される姿勢も､実際には､その効果を十分に発揮できない場合も多々
ある｡ なぜなら､健常者は体幹を起こし､頭頭部を自由に動かせる状態で食事
をするのが通常で､ベッドにもたれかかって体を後方-傾け､頭頭部を屈曲し
た状態では､食べたり飲んだ りしにくいと考えられ､実際にそのように訴える
患者も多い｡誤喋を防ぐとい う観点はもちろんであるが､岨噂の効率等を含め
た総合的な観点から､最終的には患者個々の状態に合わせた適切な姿勢をとら
せることが大切であると考える｡
阻噂の効率と姿勢の関係については､健常成人でギャッジア ップベッドの食
事姿勢をとらせると､岨噂 ･喋下に不利な影響が生 じる可能性を示唆 した報告
がある 4)が､他に十分な検討は行われていない｡そこで本研究は､摂食時の姿
勢を頭頚部角度 と体幹角度の組み合わせで変化 させることにより､岨噂の効率
がどの程度変化するのかを､阻噂 ･嘆下機能の低下の影響がない健常者におい
て調べることを目的として実施 した｡患者個々の岨噂 ･嚇下機能を考慮 した上
で､安全な姿勢をとらせることはい うまでもないが､さらに効率よく楽に食べ
ることができる適切な姿勢をとらせることは､理学療法士の職責としても､重
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要なことであると考える｡
対象
被験者は､歯の欠損 ･岨噂障害 ･嚇下障害 ･口腔乾燥症状 ･被験食品 (グミ
ゼ リー)に対する嫌悪感やアレルギーがなく､ リクライニング車いす上で任意
の姿勢をとることのできる健常成人 23人(男性 13人､女性 10人:平均年齢 21.2
±0.74歳)とした｡安全性を考慮 して摂食 ･嚇下障害者や高齢者での実験は実
施 していない｡
本研究は､新潟 リハビリテーション大学大学院倫理委員会の承認を得た後､
被験者に文書および口頭で実験内容を十分に説明し同意を得た｡
方法
すべての測定は､直近の食事から2時間以上空けた空腹の時間帯で 14時から
16時の間に行なった｡被験者はリクライニング車椅子に座 らせ､ランダムに4
通 りの姿勢をとらせた｡各姿勢においてグミゼ リー 1/2個ずつを舌背中央部に
5秒間保持 させた後､合図とともに習慣性岨噂側 (日常的に岨噂する側)で阻
噂させ､ 1回で嚇下するように指示 した｡岨噂側 と同側の嘆筋の活動を筋電図
に記録 し､岨噂の開始から終了までの間の筋活動をもとに解析を行った｡各姿
勢での試行は3回ずつとし､試行の間隔は約 1分間とした｡
1.姿勢について
体幹姿勢はリクライニング車椅子で約 90度 (端座位)あるいは約 30度､頭
頚部姿勢は約 0度 (中間位)あるいは屈曲約 30度 (軽度屈曲位)とし､それぞ
れの組み合わせから4通 りの姿勢を調整 した 【図 1】｡頭頭部角度は日本整形外
科学会, 日本 リハビリテーション医学会の関節可動域表示ならびに測定法 5)に
準じて､肩峰を通る床-の垂直線を 0度 とし､外耳孔と頭頂を結ぶ線 との角度
として設定した｡頭頭部屈曲約 30度では､頭頚部をクッションで支えることに
より姿勢を保持 した｡また固定はせずにできる限り自然な状態をとらせ､下肢
はリクライニング車椅子のフットプレー トにのせた状態で実験を行った｡
2.試験試料
被験者に岨曝させる試験試料は､岨噂能力を評価 ･判定するために歯科領域
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で多用されているグミゼリー6)とした｡グミゼリー (明治製菓果汁グミ)は､1
個を縦半分に切ったもの (直径 20×10×10mm､重量約 1.65g)を使用した 【図
2】｡
3.筋電図測定
各被験者において習慣性岨噂側の唆筋相当部より表面電極にて筋電図を導
出した｡ ∫
1)使用機器および電極 【図 3】
筋電図測定機器はマルチセンサー生理計測装置NeXus-10(MindMedia社製)
を使用した｡電極はディスポーザブル電極 LecTrode(株式会社ア ドバンス)
を使用した｡電極端子部は¢10mm､カーボン練込合成樹脂 ･Ag/AgClコーテ
ィング合成樹脂である｡
2)筋活動記録部位
習慣性阻噂側の唆筋筋腹中央部に表面電極を設置し､双極誘導で記録 した｡
電極は､唆筋の走行に沿って頬骨と下顎角を結んだ線分の中点を中心とし､電
極間距離 16mmとなるように貼付 した 7)【図 4】｡アース電極は第 7頚椎付近
に設置した｡
3)バース トの開始および終了の決定
嘆筋活動は､グミゼリーを喫むために顎を開閉させる度に､閉口に伴いバー
ス ト状に記録される｡ バース ト状の筋電図を解析するに当たり､バース トの開
始および終了時点を決定する必要がある｡ 本研究では､バックグラウンドノイ
ズに対して±最大値の処理を行い､この振幅を超えた点をバース トの開始また
は終了地点とした 8)【図 5】｡
4.測定項目
筋電図より時間パラメータである岨噂回数､総岨噂時間､岨噂 リズム､岨
噂リズムの変動係数を求め､4姿勢間で値を比較した｡
1)岨噂回数 【図 6】
岨噂開始から終了までの嘆筋のバース ト回数を岨噂回数とした｡姿勢ごと
に各被験者 3回ずつの試行を行い､平均値を求め比較 した｡
2)総岨噂時間 【図 6】
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岨噂開始から終了までの時間を総岨噂時間とした｡姿勢ごとに各被験者 3
回ずつの試行を行い､平均値を求め比較した｡
3)岨噂 リズム
岨噂開始から終了までの全ス トロークにおいて､バース ト持続時間､バー
ス ト間隔時間､阻噂周期を測定し､岨噂 リズムの指標 とした｡姿勢ごとに各
被験者 3回ずつの試行を行い､平均値を求め比較 した｡
(1)バース ト持続時間 【図 7】
個々のバース トの開始から終了までの時間である｡
(2)バース ト間隔時間 【図 7】
バース トの終了から次のバース トの開始までの時間である｡
(3)岨噂周期 【図 7】
バース ト持続時間とバース ト間隔時間の合計時間である｡
4)岨噂 リズムの変動係数
岨噂 リズムの指標 となる各測定値 (バース ト持続時間､バース ト間隔時間､
岨噂周期)の平均値 と標準偏差から各測定値の変動係数 C.V.(coefficient
variation)=S.D./Meanを算出し､阻噂リズムの安定性の指標 とした｡
5.統計処理
各測定項目について､それぞれの姿勢における平均値 と変動係数を比較す
るため､1wayANOVAで有意差があることを確認 したのち､Tukeyの多重比較
検定を行い､有意水準は1%とした｡統計ソフ トはGraphPadPrism5Jを用いた｡
ノ 結果
1.岨噂回数
各姿勢における岨噂回数 (平均値±標準偏差)拝､リクライニング約 90度
頭頚部約 0度で20±1.87回､リクライニング約 90度頭頚部屈曲約 30度で21
±2.50回､リクライニング30度頭頭部約 0度で 21±1.77回､リクライニン
グ約30度頭頭部屈曲約30度で22±2.38L回であった｡統計処理を行った結果､
リクライニング約 30度頭頚部屈曲約 30度の方がリクライニング約 90度頭頚
部約 0度より岨噂回数が有意に多かった (pく0.05)【図8】｡その他の姿勢間で
の比較においては有意な差はみられなかった｡
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2.総岨噂時間
各姿勢における総岨噂時間 (平均値±標準偏差)は､リクライニング約 90
度頭頚部約 0度で 14.2±1.02秒､リクライニング約 90度頭頭部屈曲約 30度
で 14.8±1.12秒､リクライニング約 30度頭頭部約 0度で 15.4±1.20秒､リ
クライニング約 30度頭頚部屈曲約 30度 15.4±1.39秒であった｡統計処理を
行った結果､リクライニング約 30度頭頭部約 0度およびリクライニング約 30
度盛頭部屈曲約 30度の方が､リクライニング約 90度頭頭部約 0度より総岨
噂時間は有意に長かった (pく0.05)【図9】｡その他の姿勢間での比較において
は有意な差はみられなかった｡
3.阻噂 リズム
(1)バース ト持続時間
嘆筋のバース ト持続時間 (平均値±標準偏差)は､リクライニング約 90度
頭頚部約 0度で 0.36±0.08秒､リクライニング約 90度頭頚部屈曲約 30度で
0.36±0.08秒､リクライニング約 30度頭頭部約 0度で 0.39±0.08秒､リク
ライニング約 30度頭頚部屈曲約 30度で0.37±0.08秒であった｡統計処理を
行った結果､リクライニング約 30度頭頚部約 0度は他のどの姿勢よりも有意
にバース ト持続時間が長かった (リクライニング約 90度頭頭部約 0度および
(pく0.01)､リクライニシグ約 90度頭頭部屈曲約 30度との比較では pく0.01､
リクライニング約 90度頭頭部屈曲約 30度との比較ではpく0.05)｡ 【図 10】そ
の他の姿勢間での比較においては有意な差はみられなかった｡
(2)バース ト間隔時間
唆筋のバース ト間隔時間 (平均値±標準偏差)は､リクライニング約 90度
頭頭部約 0度で 0.39±0.12秒､リクライニング約 90度頭頚部屈曲約 30度で
0.40±0.11秒､リクライニング約 30度頭頭部約 0度で 0.40±0.12秒､リク
ライニング約 30度頭頚部屈曲約 30度で0.40±0.12秒であった｡統計処理を
行った結果､有意な差はみられなかった 【図 11】｡
(3)岨噂周期
岨噂周期 (平均値±標準偏差)は､リクライニング約 90度頭頚部約 0度で
0.74±0.13秒､リクライニング約 90度頭頚部屈曲約 30度で 0.76±0.14秒､
リクライニング約 30度頭頚部約 0度で 0.77±0.14秒､リクライニング約 30
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度頭頭部屈曲約 30度で 0.76±0.15秒であった｡統計処理を行った結果､リ
クライニング約 30度頭頭部約 0度の方がリクライニング約 90度頭頚部約 0
度より岨噂周期は有意に長かった (pく0.01)【図 12】｡その他の姿勢間での比
較においては有意な差はみられなかった｡
4.岨噂 リズムの変動係数
(1)バース ト持続時間の変動係数
リクライニング約 90度頭頭部約 0度で 0.23±0.05､リクライニング約 90
度頭頚部屈曲約 30度で 0.25±0.06､リクライニング約 30度頭頚部約 0度で
0.28±0.08､リクライニング約 30度頭頚部屈曲約一30度で0.25±0.06であっ
た｡統計処理を行った結果､リクライニング約 30度頭頭部約 0度の方がリク
ライニング約 90度頭頚部約 0度よりバース ト持続時間の変動係数は有意に大
きかった (pく0.05)【図 13】｡その他の姿勢間での比較においては有意な差は
みられなかった｡
(2)バース ト間隔時間の変動係数
リクライニング約 90度頭頭部約 0度で0.24±0.05､リクライニング約 90
度頭頭部屈曲約 30度で0.27±6.10､リクライニング約 30度頭頚部約 0度で
0.30±0.10､リクライニング約 30度頭頚部屈曲約 30度で0.28±0.07であっ
た｡統計処理を行った結果､有意な差はみられなかった 【図 14】｡
(3)岨噂周期の変動係数
リクライニング約 90度頭頭部約 0度で 0.16±0.03､リクライニング約 90
度頭頭部屈曲約 30度で0.17±0.04､リクライニング約 30度頭頚部約 0度で
0.18±0.05､リクライニング約 30度頭頭部屈曲約 30度で0.18±0.04であっ
た｡統計処理を行った結果､有意な差はみられなかった 【図 15】｡
考察
本研究は､摂食 ･嚇下障害者が食べにくいと訴える場合において､末梢や中
枢の岨噂 ･嚇下機能が低下していることだけではなく､摂食時の姿勢にも原因
があると考え､摂食時の姿勢を変化させることで岨噂の効率が変化するかを検
討した｡
1.試験試料のグミゼリーについて
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本研究では､被験者に岨曝させる試験試料をグミゼリーとした｡グミゼリー
は歯科領域において､岨噂能力を評価 ･判定するために用いる試料として多用
されている｡ 日本補綴歯科学会が提唱している ｢岨噂障害評価法のガイ ドライ
ンー主として岨噂能力検査法-｣6)によると､試料としては､他にチューインガ
ム､米､ATP頼粒剤などが挙げられている｡ 今回の研究では岨噂試料の条件とし
て嚇下できること､大きさ･成分 ･重量 ･味 ･硬度 ･付着性 ･弾力性が均一で
あるものとしてグミゼリ｣を選択 した｡グミゼリーを用いた検査法では､岨噂
能力 (粉砕能力､嘆断能力､混合能力等を総合 した能力)のうち､特に嘆断お
よび混合能力をよく反映した結果が得られる 6)とされている｡
グミゼリーには味がついているため､味覚刺激により分泌される唾液の量の
違いが､岨噂の効率に影響を及ぼす可能性が考えられる｡ 本研究では､すべて
の実験において同一味質 (グレープ味)のグミゼリーを使用したので､味質の
違いによる唾液分泌量の差については､考慮する必要がない｡
本研究では､1回の岨噂につき､グミゼリー1個を縦半分に切った1/2個分
を使用した｡志賀ら 9)はグミゼリー阻噂によるグルコース溶出量のばらつきの
観点から､岨噂の効率を検討する場合に､岨噂時間は 15秒間と20秒間が適当
であり､25秒間では個人差が生じやすいとしている｡ 本研究の予備実験におい
て､一度にグミゼ リーを1個使用した際､被験者によっては岨噂時間が20秒を
越えたり､ 1回で嚇下できない場合があったりした｡また､一度に1個ずつ使
用すると､実験中に食するグミゼ リーの総量が多くなるため､満腹感や飽きが
生じる可能性があった｡そのような感覚による実験結果-の影響も懸念された
ので､本研究では一度に使用するグミゼリーは､ 1/ 2個分とした｡さらに､
実験は食事直後の時間帯は避け､直近の食事から2時間以上空けた空腹の時間
帯に行 うことで､被験者の主観による影響を極力避けるようにした｡
2.岨噂時の筋活動より岨噂の効率を判定する方法について
岨噂の効率を検査する方法には､大きく分けて､直接的検査法と間接的検査
法がある｡ そのうち､間接的検査汝は､顎運動､筋活動､校合接触状態､嘆合
力などから評価､判定する方法で､種々の要素より総合的に評価するものであ
る 6)｡本研究においては間接的検査法である､岨噂時の筋活動より判定する方
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法を用いた｡
この方法は､一般に岨噂筋筋電図のバース ト波形出現の様子や､その規則性
等を分析することにより行われている｡ すなわち､岨噂筋筋電図より得られる
バース ト持続時間､間隔時間､阻噂周期とそれらの変動係数等を算出し､これ
をパラメータとして岨噂 リズムの安定性を評価 し､阻噂の効率の判定を行 うも
のである 6)｡岨噂 リズムの安定性が高いほど､岨噂の効率は良いといわれてい
る 10)｡
本研究では､阻噂側と同側の唆筋から筋電図を記録 し解析を行った｡予備実
験の段階では､両側の唆筋および側頭筋の計4ヶ所から記録を行っていたが､
筋活動の様相は､すべて同じ傾向が見られたため､本実験での記録 ･解析は岨
噂側と同側のP交筋 1ヶ所のみとした｡唆筋を選んだ理由は､電極を貼付する際
に､側頭筋相当部に貼付するよりも容易で､かつ貼付位置を規格化 Lやすいた
めである｡
解析項 目は､岨噂 リズムの安定性を知る目的で､唆筋のバース ト持続時間､
間隔時間､岨噂周期､および､それらの変動係数としたほか､より直接的に阻
噂運動の円滑性を判定できる項目として､岨噂の開始から終了までの岨噂回数､
総岨噂時間についても､合わせて解析を行った｡
3.習慣性岨噂側での岨噂について
岨噂運動は基本的に片側において遂行されることから､その使用頻度に関し
て､習慣性岨噂側の存在が認められている｡ 柏木 11)は習慣性岨噂側におけるガ
ムチュ-イング時の筋活動は非習慣性岨噂側に比較 して､各筋それぞれがより
合 目的的な活動を発揮することが可能であるとし､両者間に機能的な差異が存
在する可能性を示唆している｡
本研究の目的は､岨噂筋活動をもとに岨噂の効率について検討することであ
ったので､被験筋が合目的的な活動を強く発揮する習慣性岨噂側で岨曝させる
方法で実験を行った｡習慣性岨噂側の判定は､被験者に対して行った ｢食事の
際､好んで岨噂する側はどちらですか?｣という質問-の回答と､実験開始前
の練習時に試験試料を岨噂させた際､下顎運動の第一ス トロークが左右のどち
ら側に偏位 したかを､実験者が目視で確認するとともに被験者に聞いて確認す
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ることにより行った 10)｡ この方法で､すべての被験者において習慣性岨噂側を
判定することができた｡
4.頭頭部を含む姿勢変化について
頭頭部を支えている頚椎は､脊椎の中で最も可動性があり､垂直方向ととも
に水平方向にも約 180度の空間区域に頭部を向ける機能を有している 12)｡この
ため､頭頚部は多様な姿勢をとることが可能となっている｡
一方､摂食 ･嚇下リハビリテーションを取 り扱 う領域においては､頭頭部の
姿勢についての用語は統一されておらず､混乱を生じている｡ たとえば､頭頚
部角度については､環椎後頭関節 と上位頚椎(cl･C2)による頭部の運動で生じ
る角度と､下位頚椎(C3～C7)による頭部の運動で生じる角度とを別に考える場
合 と､頭頚部を複合運動する場合に生じる角度とが区別され論 じられることが
ある｡
これに対して､理学療法の現場では､頭頭部内の個々の関節は高い協調性を
伴いながら相互に作用し合 う 13)とされ､また日本整形外科学会 ･日本 リハビリ
テーション医学会による関節可動域表示ならびに測定法 5)においては頭頭部を
複合的に捉えている｡
本研究では､被験者に頭部と頭部を別々に運動させ､姿勢を細かく調節する
ことが実際上､困難であることから､頭部と頭部を区別せず頭頭部として角度
設定を行なった｡
5.姿勢変化と岨噂の効率について
本研究では､被験者をリクライニング車椅子に座 らせて4通 りの姿勢 (リク
ライニング約 90度頭頚部約0度､リクライニング約 90度頭頭部屈曲約30
度､リクライニング約 30度頭頚部約 0度､リクライニング約 30度頭頭部屈
曲約 30度)をとらせ､それぞれの姿勢における岨噂の効率について比較検討
した｡4通 りの姿勢については､被験者ごとにランダムの順で調整を行ったの
で､調整順序による結果-の影響はないと考えられる｡
結果､摂食 ･嚇下訓練時に多用されるリクライニング約 30度の姿勢におい
ては､健常者が摂食時にとる通常の姿勢に近いリクライニング約 90度頭頭部
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約0度の姿勢と比べ､試験試料を嚇下するまでに必要な岨噂回数は有意に多く､
総岨噴時間は有意に長かった｡また､嘆筋のバース ト持続時間や岨噂周期も延
長し､バース ト持続時間の変動係数も増加 した｡
グミゼリー1/2個の阻噂において､リクライニング約 90度頭頭部約0度の
姿勢と比べたリクライニング約 30度姿勢における岨噂回数の増加は､回数で
は2回程度であったが､割合としては1割程度の増加であり､有意差も生じた｡
総岨噴時間も延長した｡これらのことは､食べ始めから嘆下までに多く時間を
かけて喫まなければ嘆断や混合が不十分で､嚇下可能な食塊とならないことを
意味し､岨噂の効率の低下を時間的に補償しているものと考えられた｡また､
一般に小児や顎関節症患者､インプラント義歯装着者等では､健常成人と比較
し､食片を喫みこむのに時間を要し､岨噂負荷を時間で補 うことから､岨噂周
期が延長することが報告されている 14,15)｡本研究においても､岨噂に不適切な
姿勢をとったことで､岨噂筋群の活動やそれらの協調運動の低下が起こり､岨
噂の効率が低下することで､バース ト持続時間や岨噂周期が延長したと考えら
れる｡ また変動係数の増加は､岨噂 リズムの不安定さの増加を意味し､スムー
ズな流れでの岨噂が障害されたということになる｡
しかし､時間的パラメータの多くは､有意差が生じた場合であっても､その
差がきわだって顕著に現れたわけではない｡その要因として､岨噂運動の基本
的な動作や リズムは脳幹部にプログラムされている 16)ことが考えられ､姿勢を
変化させても､脳幹部パターンジェネレーターで形成される基本的な岨噂リズ
ムは､大きく変わることがないからだと考えられる｡
6.摂食 ･喋下リハビリテーション時の姿勢について
摂食 ･嚇下リハビリテーションの現場では､体幹後屈位に頭頭部軽度屈曲位
を組み合わせた姿勢が多く用いられる｡ その大きな要因として､喉頭 と咽頭の
解剖学的な位置関係がある｡ 喉頭は咽頭の前方にあり､後方に向かって開いて
いる｡ 従って体幹を後屈させ頭部を屈曲させると､喉頭が咽頭の上方に位置し､
重力の関係から咽頭内流入すなわち誤嘆が起こりにくくなるためである 2)｡こ
のため､主に誤喋を防ぐための安全性を考慮して､体幹後屈位に頭頚部軽度屈
曲位を組み合わせた姿勢が調整されている｡
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しかし､本研究の結果より､体幹を後屈させたリクライニング約 30度は嚇
下において安全であるものの､岨噂においてはその効率が低下し､不利である
ことがわかった｡現場では､岨噂障害のみの患者､嚇下障害のみの患者､岨噂
障害と嚇下障害がさまざまな程度でミックスして存在 している患者が混在 して
いる｡ しかし､彼 らを区別せずに､摂食 ･嚇下訓練時は一律に体幹を傾斜させ
る姿勢をとらせる傾向がある｡ 本研究結果から､岨噂障害のみで嚇下障害がな
い場合は､リクライニング約 90度頭頭部約 0度のような､通常の食事姿勢に
近い姿勢で食事をさせたほうが食べやすいであろうということが示唆された｡
本研究は健常者で行なったものであるが､岨噂をしにくいと訴える患者にお
いては､少しの姿勢の違いから､阻噂の困難さの度合いが健常者よりも大きく
変化する可能性も考えられ､今後､詳細な研究を必要とする｡
7.理学療法士の摂食時の介入について
理学療法士は姿勢 ･動作を直接の介入対象とする職業である｡ そのため患者
の姿勢､体節の位置関係や関節の運動方向の把握など個々の姿勢について日々
議論を交わしている｡ また理学療法士においては平成 19年度の医療保険の改正
に伴い､摂食機能療法の算定が可能となった｡このことから､摂食時の適切な
姿勢調整の介入が行われている｡ 本研究結果を鑑み､食事や摂食訓練を実施す
る際は､障害の程度や種類に応 じて､個々にあった､そして岨噂効率をも考慮
した適切な姿勢調節を行なうことで摂食場面-の介入につなげていくことが大
切だと考える｡
最後に､本研究は､健常者のみの調査であったが今後さらに障害者ではどう
かということや､4種類の姿勢変化のみでなく他の姿勢ではどうか､またグミ
ゼリーではなく他の食品や一連のメニューを食させた時はどうか等､検討を続
けていく必要がある｡ また､その際に行なう評価についても､間接的検査法に
よるもののみでなく､直接的検査法も行い､総合的に判断した方がよりよいと
考える｡
結論
本研究は､摂食 ･嚇下障害者が食べにくいと訴える場合において､末梢や中
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枢の岨噂 ･嚇下機能が低下していることだけではなく､摂食時の姿勢にも原因
があると考え､摂食時の姿勢を変化させることで岨噂の効率が変化するかを､
健常者において検討 した｡
その結果､摂食 ･嚇下訓練時に多用されるリクライニング約 30度の姿勢に
おいては､健常者が摂食時にとる通常の姿勢に近いリクライニング約 90度頭
頭部約 0度の姿勢と比べ､試験試料を嚇下するまでに必要な岨噂回数は有意に
多く､総岨噂時間は有意に長かった｡また､嘆筋のバース ト持続時間や岨噂周
期も延長 し､バース ト持続時間の変動係数も増加 した｡すなわち､健常者が摂
食時にとる姿勢に近い姿勢が､最も岨噂の効率がよい姿勢であるという結果と
なった｡
したがって､摂食 ･嚇下訓練時は一律に体幹を傾斜させる姿勢をとらせるの
ではなく､岨噂障害のみで嚇下障害がない場合は､リクライニング約 90度頭
頚部約 0度のような､通常の食事姿勢に近い姿勢で食事をさせたほうが食べや
すいであろうということが示唆された｡
さらに障害者ではどうか､他の姿勢や食品ではどうか等､今後も検討を続けて
いく必要がある｡ r
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【図 1】頭頭部を含む姿勢
リクライニング90度頭頭部 0度
リクライニング30度頭頚部 0度
リクライニング90度頭頚部屈曲30度
リクライニング30度頭頚部屈曲30度
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【図2】岨噂試料のグミゼリー｡
グミゼリー (明治製菓果汁グミ)は､1個を縦半分に切 り､半円柱形にしたもの
(直径 20×10×10mm､重量約 1.65g)を､-度に1/2個ずつ使用した｡
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【図3】使用機器および電極
マルチセンサー生理計測装置NeXus-10(MindMedia社製)
電極 :ディスポーザブル電極LecTrode(株式会社ア ドバンス)
電極端子部 :¢10mm､カーボン練込合成樹脂 ･Ag/AgClコーティング合成樹脂
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【図4】嘆筋相当部の電極添付部位
瞭筋
習慣性岨噂側の唆筋筋腹中央部に表面電極を設置し､双極誘導で記録 した｡電
極は､嘆筋の走行に沿って頬骨と下顎角を結んだ線分の中点を中心とし､電極
間距離 16mmとなるように貼付した｡
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【図 5】バース トの開始または終了地点
波形 urst)
;+敬.YP相野t.=:'?TS7-I
バックグラウンドノイズに対して±最大値の処理を行い､この振幅を超えた点
をバース トの開始または終了地点とした
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【図6】岨噂回数 と総岨噂時間
阻噂回数 :岨噂開始から終了までの嘆筋のバース ト回数を岨噂回数とした｡
総岨噂時間 :阻噂開始から嚇下直前までの時間を総岨噂時間とした｡
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【図 7】バース ト (波形)､バース トの持続時間 ･間隔時間､岨噂周期
バース ト持続時間 :個々のバース トの開始から終了までの時間である｡
バース ト間隔時間 :バース トの終了から次のバース トの開始までの時間である｡
岨噂周期 :バース ト持続時間とバース ト間隔時間の合計時間である｡
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【図 8】岨噂回数
ざS 隻+:_;x'-:a
*:5%水準で有意差あり
姿勢
R90-HN 0(リクライニング90度頭頭部約 0度) :20±1.87回
R90-HN30 (リクライニング90度頭頚部屈曲約 30度):21±2.50回
R30-HN 0(リクライニング30度頭頭部約 0度) :21±1.77回
R30-HN30 (リクライニング30度頭頚部屈曲約 30度):22±2.38回
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【図9】総岨噂時間
?????
Qb,+*忘,+'S:bQ,禿b,+'59
* :5%水準で有意差あり
姿勢
R90-HN 0 (リクライニング90度頭頭部約 0度) :14.2±1.02秒
R90-HN 30 (リクライニング90度頭頚部屈曲約 30度):14.8±1.12秒
R30-HN 0 (リクライニング30度頭頭部約 0度) :15.4±1.20秒
R30-HN30 (リクライニング30度頭頭部屈曲約 30度):15.4±1.39秒
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【図 10】バース ト持続時間
????
Qb,霊Q,SSQ,S忘,+'59
*:5%水準で有意差あり
**:1%水準で有意差あり
姿勢
R90-HN 0 (リクライニング90度頭頭部約 0度) :0.36±0.08秒
R90-HN30 (リクライニング90度頭頚部屈曲約 30度):0.36±0.08秒
R30-HN 0 (リクライニング30度頭頭部約 0度) :0.39±0.08秒
R30-HN30 (リクライニング30度頭頚部屈曲約 30度):0.37±0･08秒
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【図 11】バース ト間隔時間
秒
{t,_-:Y+:I,_-Y+:-I:Y+i_tI=-:yS-=:
姿勢
R90-HN 0(リクライニング90度頭頭部約 0度) :0.39±0.12秒
R90-HN30 (リクライニング90度頭頭部屈曲約 30度):0.40±0.11秒
R30-HN 0(リクライニング30度頭頭部約 0度) :0.40±0.12秒
R30-HN30 (リクライニング30度頭頭部屈曲約 30度):0.40±0.12秒
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【図 12】岨噂周期
?
???
Qb,+'忘,鴬bQ,SSB,+'bQ
**:10%水準で有意差あり
姿勢
R90-HN 0 (リクライニング90度頭頭部約 0度) :0.74±0.13秒
R90-HN30 (リクライニング90度頭頭部屈曲約 30度):0.76±0.14秒
R30-HN 0 (リクライニング30度頭頭部約 0度) :0.77±0.14秒
R30-HN30 (リクライニング30度頭頭部屈曲約 30度):0.76±0.15秒
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【図 13】バース ト持続時間の変動係数
?????????
ささ･+-f:-xミ:;V+-=e
*:5%水準で有意差あり
姿勢
R90-HN 0(リクライニング90度頭頭部約 0度) :0.23±0.05
R90-HN30 (リクライニング90度頭頭部屈曲約 30度):0.25±0.06
R30-HN 0 (リクライニング30度頭頭部約 0度) :0.28±0.08
R30-HN30 (リクライニング30度頭頭部屈曲約 30度):0.25±0.06
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【図 14】バース ト間隔時間の変動係数
?????????
Qb,SqQ,薫9,禿b,+'59
姿勢
R90-HN 0 (リクライニング90度頭頭部約 0度) :0.24±0.05
R90-HN30 (リクライニング90度頭頚部屈曲約 30度):0.27±0.10
R30-HN 0 (リクライニング30度頭頚部約 0度) :0.30±0.10
R30-HN30 (リクライニング30度頭頚部屈曲約 30度):0.28±0.07
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【図 15】岨噂周期の変動係数
?????????0.25
0.20
0.15
0.10
0′.05
0.00
Qb,ミミQ,+5Qざミ ギ
姿勢
R90-HN 0 (リクライニング90度頭頭部約 0度) :0.16±0.03
R90-HN30 (リクライニング90度頭頭部屈曲約 30度):0.17±0.04
R30-HN 0 (リクライニング30度頭頭部約 0度) :0.18±0.05
R30-HN30 (リクライニング30度頭頚部屈曲約 30度):0.18±0.04
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Innuenceofthesittingpostureincludingthepositionoftheheadandneck
onchewingefficiencyinhealthyadults
HaraguchiYuki
NigataUniversityofRehabilitationGraduateSchoolofRehabilitation
ThisstudywasperfTormedtoinvestigatetheinfluenceofchangesin
postureduringfeedingonmasticatoryefficiency.Intheclinicalsite,ln
patientswithswallowingdisorders,patientsaretakenasafepostureto
directtrainingandfeeding.Also,itisimportantforphysICaltherapiststo
makepatientswithswalowingdisordersthebestpostureforeating
effectively.
Subjectswere23healthyadults(age,21.2土0.74 yr; mean土SD).The
subjectswereaskedtotakefourposturesinrandomorder: (1)reclining90
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degrees+headandneckfacingstraightforward(90-0posture),(2)reclining
90degrees+headandnecktilted30degreesinthenexordirection(90-30
posture),(3)reclining30degrees+headandneckfacingstraightforward
(30-0posture),and(4)reclining30degrees+headandnecktilted30degrees
inthenexordirection(30-30posture).Gumi弓ellywasgiventothesubjects
forchewing.Theywereaskedtochewitonthesidethattheynormallychew
andthentoswallowitinonegulp.Theactivityofthemassetermusclewas
recordedbyelectromyographyfromthebeglnningofchewingtotheend.The
numberofchewingstrokes,totalchewingtime,chewingrhythm(burst
duration,burstinterval,cycletime)andcoefficientofvariationofchewing
rhythmwerecomparedwitheachposture.
Thenumberofchewingstrokeswasslgnificantlygreaterin30-30posture
thanin90-0posture(p<0.05).Thetotalchewingtimewassignificantly
longerin30-0or30-30posturethanin90-0posture(p<0.05).Burst
durationwaslongestin30-0posture(p<0.01comparedwith90-0and90-30
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postures,p<0.05comparedwith30-30posture).Cycletimewas
significantlylongerin30-0posturethanin90-0posture(p<0.01).The
Coefficientofvariationofburstdurationwasslgnificantlygreaterin30-0
posturethanin90-0posture(p<0.05).
Fromtheresults,itcanbesaidthatmasticatoryefficiencyisthebestin
90-0posture.Therefore,itissuggestedthatitisbetterforyoutosetpatient
in90-0posturewhenthereisonlyadysfunctionofmasticationandisno
swallowingdisorderes.
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